
福井豪雨からの足羽川改修

福井県土木部都市計画課 課長 小野田 利宏

2017年11月11日 第７回九頭竜川プロジェクト 講演
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中角

天神橋

深谷

九頭竜川流域面積：2,930ｋｍ２

足羽川流域面積 ： 416ｋｍ２

◇ 足羽川の概要 （九頭竜川水系流域図）
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福井市役所

美山総合支所

池田町役場

◇ 足羽川の概要 （流域拡大図）
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◇ 足羽川の概要 （市街地付近の横断面形）
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特殊堤区間

桜並木

桜並木
木田橋

新明里橋

板垣橋

幸橋

破堤箇所

◇ 足羽川の概要 （市街地内の堤防の状況）
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足羽川の特殊堤（福井市照手）

ＨＷＬ

◇ 足羽川の概要 （特殊堤）

福井県庁
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足羽川の桜並木（福井市つくも）

福井県庁

◇ 足羽川の概要 （桜づつみ）
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放水路

旧河道

一次改修区間（S49～H7 Ｌ＝4.46km）

昭和41年 撮影

◇ 足羽川の概要 （過去の河川改修）
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◇足羽川(0.0～4.5k)の改修計画区間

河床掘削

足羽川
荒川

日野川

JR 

工事完成橋梁

工事未完橋梁

（旧足羽川）

掘 削

河川区域

◇ 足羽川の概要 （過去の河川改修）
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◇ 足羽川の概要 （現況流下能力 ［0.0～13.4 k］）
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日野川流域

（三尾野上流)

足羽川流域

（天神橋上流)

真名川流域

（合流点上流)
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◇ 平成１６年７月福井豪雨 （流域平均雨量）
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平成16年7月18出水のハイエトグラフ

総雨量333mm

総雨量197mm

総雨量338mm 総雨量283mm

最大 75.0mm/hr
最大 75.0mm/hr

最大 72.0mm/hr

最大 87.5mm/hr

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （各地点の降雨量）
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平成16年7月18日の雨量図
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◇ 平成１６年７月福井豪雨 （過去の降雨量）
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＊図中の（）内は雨量確率
＊雨量確率は、標本期間は昭和28年から平成10年までの6時間雨量確率より求めた。

天神橋地点上流域６時間雨量
(昭和28年から平成15年までの主要１１８降雨及び福井豪雨）
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◇ 平成１６年７月福井豪雨 （過去の降雨量）
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◇天神橋地点流量
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◇ 平成１６年７月福井豪雨 （河川流量の変化）
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◇ 平成１６年７月福井豪雨

左岸の堤防決壊 右岸の水防活動

左岸の救助活動
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越水箇所
破堤箇所

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （越水・破堤箇所）
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①12時前（推定）（住民Ｆ提供）

②12時50分(朝日新聞）

③14時30分過ぎ（福井豪雨報道写真集）

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （破堤部）

④推定16:30頃（福井県撮影）
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◇ 平成１６年７月福井豪雨 （破堤部）
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越水・破堤による浸水

浸水深 凡例

～0.3ｍ

～0.5ｍ

～1.0超ｍ

下水道を通じて浸水

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （市街地の浸水区域）
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◇ 平成１６年７月福井豪雨 （復旧活動）
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4.0k+130 地点

4.2k+160 地点

4.6k+00 地点

4.6k+170 地点

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （堤防の被災）
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流速コンター・ベクトル図 【4.6k地点 水位ピーク時（13:00）】

破堤地点

破堤地点

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （洪水時の水理現象）
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◇破堤進行状況想定図 (1) 計画高水位到達 (10:30頃)

●河川内水位が急上昇しH.W.L.に達する．

＜解析・検討結果＞

• 河道内侵食 ：流速2.0m/s以下 OK

• 越流侵食破壊 ：越流侵食破壊は発生しない

• 川表すべり破壊 ：すべり安全率 >1.0 OK

• 川裏すべり破壊 ：すべり安全率 >1.0 OK

• 脆弱域 ：脆弱域は出現しない．

→ 堤体は安全性を保持している．

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （破堤のメカニズム）
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＜解析・検討結果＞

• 河道内侵食 ：計画高水位到達時と同じ

• 越流侵食破壊 ： 〃

• 川表すべり破壊 ： 〃

• 川裏すべり破壊 ： 〃

• 脆弱域 ： 〃

→ 堤体は安全性を確保しているものの，

浸潤域は拡大している．

越水開始 (12:15頃)

●越水が開始．

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （破堤のメカニズム）

◇破堤進行状況想定図 (2)
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破堤時 (13:35～13:45頃)

●破堤区間上・下流端で天端裏のり肩から侵食が進む．

＜解析・検討結果＞

• 河道内侵食 ：計画高水位到達時と同じ

• 越流侵食破壊 ：裏のり面、裏のり先で侵食破

壊が発生

• 川表すべり破壊 ：計画高水位到達時と同じ

• 川裏すべり破壊 ：すべり安全率<1.0 NG

• 脆弱域 ：裏のり付近に発生

→越水により裏のり面、裏のり先は許容値を満足せず侵食破壊が発生、同時に裏の
り面表層付近に浸潤域が到達し、脆弱域が生じ小崩壊が発生した可能性がある。

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （破堤のメカニズム）

◇破堤進行状況想定図 (3)
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河川水流入 (14:30頃)

●高水護岸の裏まで洗掘が進み倒壊する．

越水による洗掘破壊、すべり破壊、
小崩壊が複合的に発生し、これら破
壊が進行して破壊に至った可能性が
あります。

◇ 平成１６年７月福井豪雨 （破堤のメカニズム）

◇破堤進行状況想定図 (4)
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１ 足羽川の概要
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４ 桜づつみと桜並木の保全・再生
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木田橋

新明里橋

板垣橋

幸橋

破堤箇所

泉橋

桜橋
九十九橋

花月橋
水越橋

大瀬橋

ＪＲ橋

橋梁架け替え
（幸橋・泉橋・木田橋）

事業期間 ： 平成16年度～20年度

河床掘削
（平均 2ｍ掘下げ）

堤防強化
（桜堤対策を含む）

足羽川河川激甚災害対策特別緊急事業（激特）区間 L= 6.0km

◇ 足羽川の河川改修事業 （足羽川河川激甚災害対策特別緊急事業）
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足羽川は、福井市街地の中心部を流れる河川
堤防の桜並木は、福井市民のシンボル、憩い・行楽の場

福井豪雨後は、5 年間で集中的に河川改修を実施
改修により、河川環境が短期間に大規模に改変

治水機能の確保、自然環境への配慮、桜堤の保全、更なる地域振興の可能性
という視点から、良好な河川空間を確保するための計画を策定する必要性

第１回会議（Ｈ１７年９月）

◇ 足羽川の河川改修事業 （足羽川河川環境整備検討会）
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【河川環境整備に関わる課題、目標、検討方策】

◇ 足羽川の河川改修事業 （足羽川河川環境整備検討会）
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【整備の全体イメージ、基本方針】

足羽山、越前福井の歴史文化を
紡ぎ織り上げる 足羽の川づくり

1) 足羽川流域内の住民の命と生活を守る安全安心な川づくり （治水、安全）

2) 自然と生き物にやさしい川づくり （自然環境）

3) 川の自然と利用、河川と地域が調和した川づくり （利活用）

4) 歴史・文化などの「時の流れ」を「桜と水の流れ」で紡ぐ水辺空間・景観づくり
（桜並木、地域融合）

基本方針

全体イメージ

◇ 足羽川の河川改修事業 （足羽川河川環境整備検討会）
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【自然環境の保全】 （水際、水域環境）

低水護岸施工後の土砂堆積による多自然化（将来想定時）

連接ブロック（自然石風）の実施例 自然石粗朶柵工の実施例

◇ 足羽川の河川改修事業 （足羽川河川環境整備検討会）
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【自然環境の保全】
（高水敷等の自然環境）

施工後 

ｵｲｶﾜ、ｱﾌﾞﾗﾊﾔ（瀬） ｺｲ、ﾌﾅ（淵） 

ｵｷﾞ草地等の在来植
生の早期復元 

埋土種子等 
湿地性植物の早期回復 
ﾔﾅｷﾞ河畔林の再生 

低水護岸 
多自然型工法による水際
の多様化、多孔質化 

自然の営力による土砂堆積、州の形成 
湿地性植物の早期回復、ﾔﾅｷﾞ河畔林の再
生、小型魚類や稚魚等の生息場の再生 

ｶﾓ類 ｻｷﾞ類 

ｼｷﾞ、ﾁﾄﾞﾘ類 

瀬や淵の存続 
(瀬)ｵｲｶﾜ、ｱﾌﾞﾗﾊﾔ等の生息場の維持 
(淵)ｺｲ、ﾌﾅ等の生息場の維持 

 

施工後の
イメージ

◇ 足羽川の河川改修事業 （足羽川河川環境整備検討会）
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みお筋の設置

自然な形状で流れを作り、自然の営力による川の形成を助ける

施工直後（Ｈ１９年） 現在（Ｈ２７年８月）

◇ 足羽川の河川改修事業 （自然環境の保全）
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水際の整備１

矢板前面に捨石を配し多孔質化を図り、水辺植生を再生させる

現在（Ｈ２７年８月）施工直後（Ｈ１９年）

◇ 足羽川の河川改修事業 （自然環境の保全）
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水際の整備２

自然石利用の緩傾斜護岸により、植生の定着を図る

現在（Ｈ２７年８月）施工直後（Ｈ２０年）

◇ 足羽川の河川改修事業 （自然環境の保全）
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現在（Ｈ２７年８月）施工直後（Ｈ２０年）

隙間が多いブロックを使用し、植生の定着を図る

水際の整備３

◇ 足羽川の河川改修事業 （自然環境の保全）
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木工枕床を根固めとした止水域を作り、魚の生息・生育空間を確保する

現在（Ｈ２７年８月）施工直後（Ｈ２０年）

ワンドの整備

◇ 足羽川の河川改修事業 （自然環境の保全）
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現地発生した表土で護岸表面を覆土し、在来植生の定着を図る

現在（Ｈ２７年８月）施工時（Ｈ１９年）

施工直後（Ｈ１９年）

覆土護岸の整備

◇ 足羽川の河川改修事業 （自然環境の保全）
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◇ 足羽川の工事前と現在の景観変化

水越橋から下流

福井豪雨前（平成15年9月）

現在（平成27年8月）
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◇ 足羽川の工事前と現在の景観変化

桜橋から下流

福井豪雨前（平成15年9月）

現在（平成27年8月）
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◇ 足羽川の工事前と現在の景観変化

事業前（平成16年11月）

現在（平成27年8月）

板垣橋から下流
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２ 平成１６年７月 福井豪雨
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４ 桜づつみと桜並木の保全・再生

５ まちづくりとの調和
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （足羽川堤防の桜）

・「全国桜の名所100選」に選ばれている。
・約600本のソメイヨシノが、左岸2.2km、右岸1.7kmにわたり続く。
・壮大なトンネル状の桜堤を形成している。
・昭和27年～28年に植樹された。
・毎年18～20万人が、桜見や散策に訪れる。
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HWL

流木化して堤防を傷める。

倒木により、堤防が壊れる。根で水が浸透しやすくなり、
堤防が弱体化する。

◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （桜が堤防に及ぼす悪影響）

平成29年10月22日 台風21号による倒木
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ソメイヨシノの寿命は60～80年
・ 現況桜は植樹して50年目（平成17年当時）
・ 内部腐朽している木が増加、倒木の危険性

◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （桜の健全度）

Γ 線樹木腐朽診断器

腐朽調査結果の分類表
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （足羽川桜づつみ協議会など）

地元説明会
ワークショップ

地元住民の意見把握

地元住民と一般市民
との意見調整

足羽川桜づつみ協議会

アンケート調査
フォーラム

一般市民の意見把握

堤防定規外への移植（トンネル状案・一列植栽案）
多様性・多層性植栽の提案

足羽川河川環境整備検討会

植栽イメージの把握

試験施工

（合意形成）
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （基本的な考え方）

【現況】

【工事後】 【将来】

構造基準を満たした堤防断面

時間をかけた整備手法
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （多様性・多層性）

明治神宮内外苑の植生

上木･中木･下木
vegetation

植生構造
構成木:自然植生 原生林状態 カシ、シイ、クス、各常緑広葉樹
風致木:スカイライン 枯れるまでの風致 30本/ha

クロマツ、ヒノキ、サワラ、コウヤマキ
色 彩:イチョウ、エノキ、カエデ、ケヤキ、

シデ、ムクノキ、30本/ha
第１代:仮説 マツ中心 Ｈ6～7 12～13間
第２代:マツ以外の針葉樹(ヒノキ、モミ)Ｈ4～5間
第３代:カシ、シイ、クス、Ｈ2～3間
第４代:カシ、シイ、クス、Ｈ2～3尺
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （多様性）
足羽川新植桜 品種一覧表 （23種類）

系統 品　　種　　名 開花時期 花 色 樹 姿 高さ(m) 樹 形

ヨウシュン ４月上旬 淡紅 高木性 10-15 傘状

ジンダイアケボノ ４月上旬 淡紅 高木性 10-15 傘状

コマツオトメ ４月上旬 淡紅 高木性 10-15 傘状

ソメイヨシノ ４月上旬 淡紅 高木性 10-15 傘状

エドヒガン ３月下旬～４月上旬 白又は淡紅 高木性 15-20 傘状

ヤマザクラ ４月上中旬 白又は淡紅 高木性 15-20 傘状

オオヤマザクラ ４月中旬 淡紅 高木性 10-15 傘状

コヒガン ３月下旬～４月上旬 淡紅 亜高木性 5-7 盃状

オモイガワ ４月中上旬 紅 亜高木性 － 傘状

ベニユタカ ４月中上旬 淡紅 亜高木性 － 広卵形

タカサゴ ４月中上旬 淡紅 亜高木性 7-10 傘状

ウジョウシダレ ４月中上旬 淡紅 亜高木性 － 枝垂状

イチヨウ ４月中旬 淡紅 高木性 8-12 広卵形

シロタエ ４月中旬 白 亜高木性 8-10 広卵形

タイハク ４月中旬 白 亜高木性 6-10 傘状

タオヤメ ４月中旬 淡紅 亜高木性 8-10 卵状

センリコウ ４月中旬 白 亜高木性 6-10 傘状

シュジャク ４月中旬 淡紫紅 亜高木性 6-10 盃状

ミクルマガエシ ４月中旬 淡紫紅 亜高木性 6-10 盃状

ウコン ４月下旬 黄緑 亜高木性 5-10 球状

フゲンゾウ ４月下旬 淡紅 高木性 8-12 盃状

カンザン ４月下旬 紅 高木性 8-12 盃状

ヒヨドリザクラ ４月下旬 紅 亜高木性 － 盃状

園
芸
種

野
生
種

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

系
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （植栽計画）

正面イメージ

サトザクラ類・野生種 ソメイヨシノ系しだれ状の桜

桜のトンネルに代わる新しい魅力として、
多様性、多層性を考慮した桜づつみを計画

ソメイヨシノ系を中心に

多品種の桜を植栽

枯れたものから段階的に撤去

擁壁高さを低く、圧迫感軽減

現道路の幅員

を確保 植栽当初 将来
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （将来の景観変化イメージ）

計画時点における景観変化予測

植栽１年後（イメージ）

植栽10年後（イメージ）

将 来（イメージ）

現況 （平成27年4月 ： 植栽7年後）
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （現況：平成27年4月）
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◇ 桜づつみと桜並木の保全・再生 （現況：平成27年4月）

笏谷石の照明 58



１ 足羽川の概要

２ 平成１６年７月 福井豪雨

３ 足羽川の河川改修事業

４ 桜づつみと桜並木の保全・再生

５ まちづくりとの調和
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◇ まちづくりとの調和 （福井城と百間堀）

嘉永6(1853)年の福井城の掘割
出典：松原信之「若越城下町古図集 第6図」

現代の福井市街地と福井城堀割の関係位置図

●足羽川の花月橋上流から幸橋上流右岸にかけては、
かつての福井城の掘割の石垣が形成されていた。

福井城
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◇ まちづくりとの調和 （石垣風の特殊堤）
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◇ 河川水面の利用 （舟運の歴史）

毛矢の繰舟：出典「足羽の昔ものがたり集」
昭和61年7月 足羽熟年友の会

● かつては三国から福井市内まで舟運路が形成され、

舟運が盛んであり、船着場や渡しがあった。

九十九橋北詰め木町河戸、又は
幸橋北詰め大岩河戸の風景

筏流しの様子
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◇ 河川水面の利用 （レクリエーション活動）

Ｅボート

体験遊覧船

カヌー教室

毛矢の繰舟
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◇ まちづくりと川づくり （タテ【歴史・文化】とヨコ【自然】の座標軸）

県都デザイン戦略
全体像（平成25年3月）

福井県・福井市

養浩館

福井城址

柴田神社

足羽山

足羽川の桜並木

愛宕坂
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◇ まちづくりと川づくり （足羽川と地域との関わり）

足羽山・足羽川周辺
空間再形成基本構想
全体像（平成25年3月）

福井市

由利公正広場
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・ 河川空間特性、土地利用形態を踏まえ、日野川合流から
板垣橋の区間を３区分
・ 各ゾーンにおいて特色ある整備テーマ、整備メニューを設定

四季を楽しむ
ふれあいゾーン

歴史・文化を感じる
憩いの水辺ゾーン

水辺の
体験ゾーン

◇ まちと川の関係をゾーニング
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◇ 四季を楽しむふれあいゾーン

●整備コンセプト

足羽川在来の身近な自然や貴重な生態系を保全するとともに、足羽川の四
季折々の景観にふれあい楽しみながら、人々の出会い・ふれあいを演出す
るゾーンであり、環境と利用が調和した、市街地と河川空間が一体となった
人と自然にやさしい整備を行う。

展望公園
（鴨渡公園）
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◇ 歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーン

●整備コンセプト

城下町として始まり、近代都
市へと発展してきた福井の歴
史・文化と接し、憩い魅力あ
る散策路を花と水の流れの
回廊として紡ぐゾーンであり、
憩い・賑わいを演出した整備
を行う。

石垣護岸

養浩館
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◇ 水辺の体験ゾーン

●整備コンセプト

自然とふれあい、水辺体験を目的としたレクリエーション活動の場として、
自由に遊んだり、憩い・癒しの場として利用されるゾーンであり、足羽川
に潜在する河道特性・ダイナミズムを活かした環境と利用の調和、水辺
体験・親水性に配慮した整備を行う。

芝生 自由広場

花火大会

ワンド
横断方向整備
イメージ 69



◇ 四季を楽しむふれあいゾーンの風景

桜のトンネル 菜の花ウォーク

写生大会さくらまつり
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◇ 歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーンの風景

お花見サルサ

ふくい春まつり 越前時代行列

いっぷくステーション
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◇ 歴史・文化を感じる憩いの水辺ゾーンの風景

親水階段

マラソン大会

さくらの小径

サイクリング
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◇ 水辺の体験ゾーンの風景

魚釣り大会

沈下橋 コンサート

アユの稚魚放流
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◇ 水辺の夜景（ライトアップ）

メモリアルキャンドルライト

さくらの小径ライトアップ

桜並木ライトアップ

泉橋
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◇ 高水敷の整備

法面を利用した
ベンチ

上下流に連続する
遊歩道

芝生主体の
高水敷

観光バスも停められる
駐車場
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◇ 地域住民による河川愛護活動 （草刈り、ゴミ拾い、桜点検）
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足羽川は、福井の自然・社会・経済・
農工商・歴史・文化と共に生きてきた。

77


